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第８回 全国秋季セミナーは全国から５２名の方々に参加を頂き、名古屋市で開催されました。 

今回は、当協会の支援者でもある堀田力弁護士をお迎えし「家族の絆と地域社会」というテーマで

基調講演を頂きました。 

「相続は最後の自己実現である」とし、３つのバックグラウ

ンド『 ①介護保険制度からの家族のあり方 ②認知症と成年後

見制度 ③相続した財産の使い方へのアドバイス』からお話し

頂きました。精神・能力面を支援する成年後見制度と身体・生

活面を支援する介護保険制度が両輪となって機能することで安

心して暮らせる社会になる。１０年後には認知症患者が７００

万人になると言われている我が国において、両制度の充実や適

切な運用が急務であると、お話を結ばれました。 

事例発表１では、磯村修司先生(行政書士)に「相続人の心情に寄り添う相

続手続きの実際 －牧師・行政書士として－」と題し講演頂きました。相談

者が帰り際に発する「先生、一ついいですか？」からが本題、この一言をキ

ャッチすることが重要である。また、次へつながる仕事は、相談や仕事の経

緯を可視化した同じ書類を相談者と自分とが持つ、この書類一式から相談者

の家族が状況を理解できるようにする、相談者の言動の僅かな変化もメモし

状況に応じて対応するなどの積み重ねである。相談者の心情を汲み取る細や

かな対応や心構えを丁寧にお話しくださいました。 

事例発表２では、松村憲治先生(行政書士)に「『ＤＮＡ鑑定』から相続業務の

拡大へ」と題してお話し頂きました。特殊な領域であり、相続業務を行う行政書

士として模索中に聞いた大沢世話人代表の話に接点を感じ、６年前から始めた。

現在、日本でＤＮＡ鑑定ができる民間業者数は１０～２０程である。複雑な家

族・親子関係を背景とした事例、法律的な親子関係と生物学的な親子関係が異な

る場合の相続と参考判例など、具体的なお話を伺うことができました。 
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富山南 相談室 

中村 好孝 先生（行政書士） 

所在地： 富山県富山市蜷川４５－４ 

ＴＥＬ： ０７６－４１３－２７５０ 

ＦＡＸ： ０７６－４１３－２７６０ 

ＵＲＬ： http://yoshitaka-office.com 
 

以前は、電子部品の設計の仕事をしていましたが、「社会に役立つやり

がいのある仕事がしたい」との思いより、全くの畑違いですが行政書士

事務所を開業し、現在に至っております。 

 相続業務は、各々の家族・親族関係にまで踏みこむことになります。

プライバシーについて初対面の人に話すわけですから、話しやすい雰囲

気、誠意を持った対応を心がけております。出生からの戸籍を見ている

と、それぞれの人生が見えてきます。幸せな人生だったと思われる方、

あるいは、若くして亡くなった方、何度も離婚をして子供があちこちに

おり所在を探すのに苦労させられる方などいろいろです。生きていた証

であると思うと非常に感慨深く、一時的な親族になったような気持ちで

業務を行っております。深入りはしないように気をつけてはいますが・・・ 

 より身近で気軽に立ち寄れる相談室として地域に根ざしていければと考えております。 
 

開 業 時 期： 平成２４年 

主な取扱業務： 遺言相続、許認可申請、成年後見 

信 条： 相手の立場になって考える 

趣味・特技： 家庭菜園 

 

福島南相馬 相談室 

増田 政彦 先生（行政書士） 

所在地： 福島県南相馬市原町区北町３７３－１２７ 

ＴＥＬ： ０２４４－２２－０４２５ 

ＦＡＸ： ０２４４－２２－０４２５ 

ＵＲＬ： http://www12.plala.or.jp/fp-life-assist 
 

全相協会員のみなさん、こんにちは、私は行政書士を開業して４年目

に入りました未だ若葉マークを背に日夜奮闘しているところです。 

 行政書士の業務は多種多岐に渉り、お客様から紹介のある案件につい

ては、余程の理由がなければお断りすることは難しいです。 

 それは地方都市や田舎の場合、即座に伝わりますので、常に細心の注

意を払わなければ即業務ができなくなることになってしまいます。 

 従いまして、行政書士の業務の全般に渉り研鑽し、また基本法なども

勉強しなければなりません。また市の無料相談会に相談員として積極的

に参加しスキルアップを図るように努めることにしております。 

 私は、開業当初から相続業務を専門とする地域のエキスパートとなる

行政書士を目指して参りましたことから士業間のネットワークを大切にし、相続に関してはワン

ストップで完了するようにしております。 

 全国相続協会相続支援センターに加入しましたのも、丁度、開業真近いころでした。加入時に

全国相続協会から送られてきたツールを最大限利用して、営業を致しました。 

 お蔭さまで、相続の業務に関して、連続して受任する状況が続いております。 

 今後については、全国相続協会相続支援センターの加入員を誘い支部設置を行い、支部会員合

同で無料相談会を定期的に行える環境を整えたいと考えております。 

開 業 時 期： 平成２４年４月 

主な取扱業務： 相続・遺言、建設業許可、農地転用、営業許認可全般、暮らしの困りごと 

信 条： 日々研鑽 
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岡崎市羽根東町 相談室 

矢野 快子 先生（行政書士） 

所在地： 愛知県岡崎市羽根東町３－１－１ 

ラッシュビル４０３ 

ＴＥＬ： ０５６４－５２－３５０８ 

ＦＡＸ： ０２０－４６２４－７１８９ 

ＵＲＬ： http://www.yanoyasu.com 
 

 

開業当初から後見に関する業務に積極的に取り組み、平成１８年

という比較的早い段階で成年後見人を受任し始めました。後見事務

という実務から、介護保険や福祉サービス・入所施設、葬儀・埋葬

等の知識を深め、徐々に幅広いご相談に対応する事が出来るように

なり、結果として遺言作成・任意後見契約や相続といった業務につ

ながっていきました。 

私が女性だからでしょうか、女性のご相談者が多いのですが、涙

ながらにご主人が亡くなられた際の相続争いを話される姿には本当

に心が痛みます。長年連れ添った最愛の妻や子どもたちがこのよう

な辛い思いをする事などないように、家族の絆を深める旗手となっ

て、遺言作成の普及や相続業務に取り組んで参りたいと思います。 

開 業 時 期： 平成１４年１１月 

主な取扱業務： 高齢者の財産管理、遺言書作成支援、相続手続き全般、成年後見制度利用支援 

信 条： 笑う門には福来る 

趣 味： マラソン 

 

台東区雷門 相談室 

田中 利顕 先生（税理士） 

所在地： 東京都台東区雷門２－２０－２－１０Ｆ 

ＴＥＬ： ０３－３８４７－５３８１ 

ＦＡＸ： ０３－３８４７－５３３９ 

ＵＲＬ： http://hop-step.tkcnf.com 

税理士法人イー会計は浅草・雷門近く、住所も雷門２丁目です。こ

こに来て本年で２０年が経ちました。その間、何を目指して仕事をし

てきたのか、税務会計関係の色々なことをやってきて、それなりの達

成感はあるのですが、これからを考えなければなりません。 

事務所の特徴は、法人を中心として、決算、事業計画、経営承継な

どの仕事をしています。個人申告関係は、あまり多くありませんが資

産対策は、相続・事業承継絡みの相続・贈与という流れでしょうか。

今、この仕事かなり難しいと感じています。税理士法人化したこと

も、これから１０年以上先を見越してのことですが、仕事の領域の深

さ、人的能力の拡大、色々なことを考えてのことです。しかし、今ま

たこれから先を考えているのはなぜだろうかと思うのです。その答え

は解りませんが、この会に参加したのも幾つかの答えのうちの一つに

なっていると確信しています。 

会に参加して感じたことは、何といっても大沢先生の遺言という一つのカテゴリー、ある種、

理念とか、自分のためでなく人の為とか、また領域の広さに、かなりインパクトを受けました。

相続、遺言、大沢先生、全国相続協会さらに堀田先生等々、何か先が見えてきますよね。これか

らの指針として、如何でしょうか、この会の皆様が全国津々浦々、隅から隅まで、遺言、相続と

いえば全国相続協会と響くように、私も微力ながら協会の趣旨に基づき頑張っていきたいと思っ

ています。 

開 業 時 期： 平成６年１０月１３日  （平成７年５月１５日に浅草事務所へ移転） 

主な取扱業務： 決算･税務申告、事業承継対策･組織再編、事業計画･決算対策、相続･贈与･遺

言、各種セミナー開催 

信 条： 自分の事務所が最も良い仕事しているのだと自覚して仕事をすること(そういう思

いで仕事をするということ)。いつも関与先のためになることを考えている。 
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セミナー総合司会 

石川 光男 先生 
(名古屋支部支部長 

名古屋市南相談室) 

 

 
基調講演 

堀田 力 弁護士 
(さわやか福祉財団会長) 

 

 
開会の言葉 

宮川 孝広 先生 
(名古屋市千種(千種 

税務署前)相談室) 

 

 
閉会の言葉 

鰐部 伸一 先生 
(名古屋市緑区鳴海相談室) 

 

 

支部設立紹介・旗の贈呈 
 

 
 

左:愛知県三河支部 代表 

    矢野 快子 先生 
(岡崎市羽根東相談室) 

中:大沢 利充 世話人代表 

右:名古屋支部 代表 

     鰐部 伸一 先生 
(名古屋市緑区鳴海相談室) 

 

 

事例発表会 

 
 

事例発表１ 
 

磯村 修司 先生 
(愛知県三河支部支部長 

岡崎市鴨田本町相談室) 

  

 

 
 

事例発表２ 
 

松村 憲治 先生 
(大阪市中央区谷町 

      相談室) 

 

 
 
 
 
 

堀田 力 弁護士 

ご感想を頂きまし

た。 

 

<< セミナーアンケート記載内容を一部掲載します >> 

１．「堀田力先生の基調講演」を聴いての感想をお聞かせください。 

・相続は最後の自己実現であり、自分を活かす行為である、という言葉が印象的だった。 

・介護保険制度の導入に尽力されたことを知り、自利利他の心で社会に貢献していることに感動した。 

・法律と介護について非常に明確にかつ具体的な講演をされ、分かり易いものであり、相続業務の強化、充実の指

針としたい。成年後見と介護の充実の話も有り難かった。 

・介護保険制度、任意後見制度を作るまでの尽力というか信念を感じさせて頂いた。社会貢献のため全力で生き抜

いている事、利他の精神を感じる。幅広い視点で相続業務に取り組まねばと思った。 

２．事例発表について感想をお聞かせください。 

・DNA 鑑定からの相続・親権・離婚等のアプローチは、具体的な資料も添付され大変興味深かった。判例の引用

も良かった。 

・喪失が悲しみの原因だから、そのことを踏まえて心情に寄り添った相談に心掛けること。業務が事務的になって

いたことを反省する機会になった。 

・相続について専門知識のみならず相手の立場に立って相談を受けることの必要性を改めて感じた。行政書士とし

ての成功の秘訣はそこになるのではないかと痛感した。 

・人の死を悼み、寄り添う姿で臨む必要があること。相談者の話をどこまでも聴く事、相談料は取らない、依頼が

あって初めて契約費用の請求というメリハリ、参考になりました。 

３．今回のセミナーを通じて、「よし、すぐにやってみよう！」「事務所に帰って、これを実践しよう！」と決意され

たこと（自分への誓い）をお聞かせください。 

・相談者が来所した理由背景をよく聞き取るよう実践する。ケアする意識で仕事を引き受けていきたい。 

・HP の改善、広告をあらゆるところに載せる。友人知人からの紹介に力を入れる。 

・遺言や相続の業務はそれ単体で捉えるのではなく、任意後見契約等とセットで依頼者の生活に適したものを専門

家として提案できるようにしていきたい。また、その為にはカウンセリングや相続等専門知識の向上に努力して

いきたいと思った。 

・徹底して相談者の話に耳を傾けること。 

 
 

NEWS&LETTER 2015年11月 写真で綴る「第８回 全国秋季セミナー」 

次回予告 「第 9 回全国春季セミナー」を平成２８年４月２３日(土)、東京にて開催します！ 


